
置去り防止装置「みまもりやさん」

ＯＢＳ―００１Ｍ
ＯＢＳ―００１Ｓ

取扱説明書

このたびは、ニューエラー置去り防止装置をお買いあげい
ただき誠にありがとうございます。
ご使用前に、必ずこの取扱説明書をよくお読みいただき、
十分に理解してから正しくお使いいただきますようお願い
いたします。
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概要
本機は子機に搭載されているミリ波センサーで異常を検
知し、親機で警報を行います。
一台の親機に対して複数の子機を使用することができま
す。それにより、検知の精度を上げることが可能となり
ます。
ただし本機は、車内での置去り防止を補助する製品であ
り、車内での置去りを完全に防ぐものではありません。
そのため、人による車内確認は必ず実施するようにして
ください。

安全上のご注意
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みい
ただき、正しくお使いください。　

【取扱いについて】
本製品はＤＣ２４／ＤＣ１２Ｖ車用になります。取扱
いを誤ると火災を起こす可能性があります。配線間違
い無きように確実に配線してください。
ぬれた手での取扱いは、感電や故障の原因となります
ので絶対におやめください。
本製品を水にぬらすことは絶対におやめください。
ケーブルに無理な力がかからないように、配線には十
分ご注意ください。
本製品が汚れた場合は、乾いた布で拭き取るようにし
てください。ぬれた布で拭いたり、水洗いはしないで
ください。
分解・修理・改造は絶対にしないでください。故障や
事故の原因となります。また改造された場合は保証期
間であっても保証対象外となります。
本製品は改造を行い使用すると、電波法により罰せら
れることがあります。絶対にしないでください。

・

・

・
・

・

・

・
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【設置場所について】
雨や水のかかる場所での使用は、感電や故障の原因と
なります。
視界・運転のさまたげとなる場所には、設置しないで
ください。事故の原因になります。
直射日光があたる場所や、温風吹き出し口の近くなど
周囲温度が高温な場所での放置・使用は故障の原因に
なります。

・

・

・
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【配線について】
配線が金属など角の鋭利な所に接触する場合は、リー
ド線を傷付けない様に絶縁テープなどで保護してくだ
さい。
接続するリード線の加工には、専用工具を使って確実
に加工するようにしてください。
配線の取回しは、ヒーターの吹き出し口など高温にな
る場所は避けてください。

・

・

・



製品の説明
車内置去り防止装置は、ミリ波センサーを使って車内
の目視による確認（降車確認）を促す機能と、車内の
置去りを検知する機能（自動検知）をそなえた製品で
す。

車内の動きをセンサーで検知します。置去りをセンサ
ーが検知した場合、エンジンをかけるまで車両のホー
ンを鳴らし続けます。

【自動検知】

エンジン停止後の見守り動作をセンサーで検知します。
音声案内で後部座席までの移動を促し、目視による確
認を行うことで置去りを防止します。後部座席までの
移動が確認できなかった場合は、エンジンをかけるま
で車両のホーンを鳴らし続けます。

【降車確認】

-　４　-

基本的には送迎バスの通路に出てきた動体に対して検
知を行います。座席に隠れた動体の検知は出来ません。
座席に隠れた動体の検知も行いたい場合は、別途子機
を検知精度の必要な座席の真上に取付けてください。

【検知範囲】
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使用前の準備

【同梱物について】

ＯＢＳ―００１Ｍ
親機

ＯＢＳ―００１Ｓ
子機

取付用両面テープ
３枚

※ＯＢＳ―００１Ｓ子機単品をご購入の場合はＯＢＳ―００１Ｍは同梱されておりません。

その他：簡易取扱説明書、配線図、注意ラベル

※本機は－３０℃以下の環境下では使用できません。
ＯＢＳ―００１Ｍ親機
　運転席からＬＥＤの状態が確認できる位置に設置して
　ください。付属の両面テープもしくはＭ６のボルトで
　固定してください。
ＯＢＳ―００１Ｓ子機
　車両後方の園児の手が届かない位置にセンサー面が運
　転席側かつ通路に向くように設置してください。付属
　の両面テープで固定してください。
　※子機の上限温度は６５℃です。直射日光が当たらな
　　いように設置してください。
　※別途単品でご購入された子機に関しては、センサー
　　面を下に向けてより検知精度の必要な座席等の天井
　　に設置してください。
  ※センサー面に金属など電波を阻害するものを取付け
　　ないでください。

【取付位置・方法について】

センサー面
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本機はスマートフォン及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
搭載のパソコンにアプリをインストールするこ
とで、各種設定が可能です。下記ＵＲＬもしく
はＱＲコードより事前にダウンロードしてくだ
さい。
https://www.newera.co.jp/product/e_other

【設定用のアプリについて】

〇各種端子について
ＧＮＤ端子：本機の電源供給に使用します。
線色・・・黒色
電源端子：本機への電源供給に使用します。
線色・・・赤色
出力端子：センサーに反応があった場合に入力電圧と
　　　　　同じ電圧が出力されます。リレーのＯＮ／
　　　　　ＯＦＦに使用します。           
線色・・・青色
ＡＣＣ端子：本機ＯＮ／ＯＦＦの入力信号に使用しま
　　　　　　す。 ※電圧印加時に本機ＯＦＦ
線色・・・白色
予備電源端子：本機への電源供給に使用します。
線色・・・橙色

・

・

・

・

・

注意：本機の取付に関しては、架装メーカーでの実施を
　　　推奨します。
乗員がケーブルに触れることが出来ないように処理をお
願いいたします。引っかかることにより、ケガの原因と
なる可能性があります。接続方法の詳細に関しては別紙
の配線図をご確認ください。

【配線方法について】
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アプリの設定方法

【初期設定】
※設定時には本機を取付けた車両内にて実施をしてくだ
　さい。またその際に近くに別の本機を取付けた車両が
　無いことをご確認ください。
手順①：子機接続からＰＩＮコードの設定・入力まで
 1．右図ＱＲコードよりダウンロードした設定
　  アプリを立ち上げてください。

 2．右図の子機設定ボタンをクリックしてくだ
    さい。

 3．右下にある子機検索ボタンを押してくださ
 　 い。近くにある子機を検索して表示します。

 4．検索ができましたら、下図のように接続可能な子機
　  が表示されます。子機に記載されているＭａｃアド
　　レスを確認したうえでクリックして接続します。

 5．子機の選択後にＰＩＮコードの入力を行います。初
　　期設定の「００００」を入力することで接続が完了
    します。
 6．右下の■ボタンを長押しすることで、
　  詳細設定を表示させます。 ＰＩＮコ
　　ード変更をクリックし、新しいＰＩ
　　Ｎコードを入力してください。
　　【注意】
　　新しいＰＩＮコードは忘れないよう
　　にしてください。子機との接続が出
　　来なくなります。

※設定時には本機を取付けた車両内にて実施をお願いい
　たします。またその際に近くに別の本機を取付けた車
　両が無いことをご確認ください。

手順①：パスワードの設定・入力
　ダウンロードした設定アプリを立ち上
  げてください。自動で近くにある本機
  を検索しますのでパスワードの設定を
  お願いいたします。
　※次回からの設定変更の際は、パスワ
    ードの入力を求められますので、忘
    れ無いようにしてください。

手順②：各種時間の設定 ※□箇所
　下記が設定できる時間です。それぞれ
　０、３、５、７分からの選択となりま
　す。
　①開始時間ｔ１
　　エンジン停止後から本機の起動まで
　　の時間設定。時間経過後に親機から
　　音声が流れます。
　②確認時間ｔ２
　　車内確認を行うのにかける時間。設
　　定時間内で確認作業が行われなかっ
　　た場合、警告音を発生させます。
　③休止時間ｔ３
　　車内を見守るセンサーを１５分間作
　　動させた後の停止時間。設定時間後
　　センサーを３０秒作動⇔停止を繰返
　　します。



手順②：各種設定
 各種項目を使用状況に合わせて設定ください。設定項目
 は下記の通りです。
  〔ロール〕
　 接続している子機がメインかサブかを選択します。
　　 メイン：車両後方のセンサー面が運転席側かつ通路
             に向くように設置された子機
　　 　サブ：検知精度を上げるために、座席上部の天井
　　　　　　 に設置された子機

  〔開始時間〕
　 ＡＣＣ信号ＯＦＦ後から開始音声が
　 流れるまでの時間。 設定時間経過後
   に親機から音声が流れます。
   初期設定：３分
　 選択項目：右図参照
   ※サブの子機と接続して設定しても
　　 親機へは設定が反映されません。　

 〔確認時間〕
　 開始音声が流れてから、車内確認を
　 行うのにかける時間。設定時間内に
　 下記条件が整うと異常音声が流れ、
　 出力端子から電圧が出力されます。
   ・ 後部座席までの移動が未確認。
   ・ 後部座席までの移動後に、設定時
     間内に降車が無い。
   初期設定：３分
　 選択項目：右図参照
　 ※０分に設定した場合、開始時間後
　　 に見守りモードに移行します。
   ※サブの子機と接続して設定しても
　　 親機へは設定が反映されません。　

-　８　-



  〔２４時間タイマー〕
　 ＡＣＣ信号がＯＦＦ後から、２４時間経過後に自動で
　 親機・子機の動作を停止するタイマー設定です。
　 ※長期休暇等で車両を長期間使用しない場合は、バッ
　　 テリー上がりを防ぐため有効で運用してください。
　 初期設定：有効
　 ※サブの子機と接続して設定しても親機へは設定が反
     映されません。　

 〔開始音声〕
　 開始時間経過後に流れる音声になり
　 ます。６種類からの選択式です。 実
　 際の運用状況で選択してください。
   初期設定：
   後部座席まで確認して下さい
　 選択音声：右図参照
   ※サブの子機と接続して設定しても
　　 親機へは設定が反映されません。　

 〔確認音声〕
　 子機センサーの近くで動体確認後に
　 流れる音声になります。６種類から
   の選択式です。実際の運用状況で選
   択してください。
　 初期設定：
   座席下の確認を行い降車して下さい
　 選択音声：右図参照
   ※サブの子機と接続して設定しても
　　 親機へは設定が反映されません。　

-　９　-



  〔異常音声〕
　 見回りが未実施、見守りモードで動
　 体を検知した時に流れる音声です。
   ６種類からの選択式です。実際の運
　 用状況で選択してください。
　 初期設定：
   助けを呼んでいます
　 選択音声：右図参照
　 ※サブの子機と接続して設定しても
     親機へは設定が反映されません。　

 〔検出距離〕
　 子機センサーの反応する有効距離の
　 設定です。車体の長さに合わせて選
　 択ください。目安としては運転席で
　 は反応しない距離に設定しますと、
　 エンジンをかける時にセンサーに反
　 応なく運用が出来ます。
   初期設定：６ｍ
　 選択項目：右図参照
   ※メイン・サブの子機各々に対して
　　 設定が可能です。　

 〔感度〕
　 子機センサーの感度設定です。設定
　 後にアプリに表示されている存在項
   目が、人がいない状態で「存在無し
   」 となっていることを確認してくだ
   さい。
　 初期設定：低感度
   選択項目：右図参照
   ※メイン・サブの子機各々に対して
　　 設定が可能です。
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  〔親機指定〕
　 使用する親機の型式ラベルに記載さ
　 れているＭａｃアドレスを入力する
　 か、バーコードボタンからＱＲコー
　 ドを読み込んで設定ください。　

 手順③：親機への設定送信
　右下にある■ボタンを押すことで設定が完了されます。
　必ずロールで設定したメインの子機にて完了させてくだ
　さい。サブの子機では親機への設定が保存されません。

-　１１　-

【その他】
〔詳細設定〕
　・ＦＡＣＴＯＲＹ　ＲＥＳＥＴ
　 工場出荷直後の状態へ戻します。各種設定、 ＰＩＮコ
　 ードの変更も初期化されます。
　・ＲＥＳＴＡＲＴ
　 子機と設定アプリとの接続を切らずに、子機の設定を
   反映させます。

〔本機の更新に関して〕
 本機のソフト更新が必要になった場合は、改めて弊社の
 ＨＰを通してご案内いたします。

 https://www.newera.co.jp/product/e_other
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操作方法の流れ

①エンジンの停止
園児を降ろすためにエンジンの停止が確認された時に、
親機より「動作に問題ありません」と音声が流れます。
※エンジン停止後に親機より音声が流れない場合や、そ
　の他の音声が流れた場合は、故障の可能性があります。
  販売店へお問合せください。

動作に問題
ありません

②開始時間の経過
事前に設定された開始時間経過後に、親機より設定され
た開始音声が流れます。声の案内にしたがって、全座席
を見回りながら後部座席まで移動してください。
※初期音声設定：後部座席まで確認して下さい

LO
CK

ACC ON

START

後部座席まで
確認して下さい
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③見回りの確認
子機のセンサーにより後部座席までの人の移動が確認で
きましたら、設定された確認音声が親機から流れますの
で再度座席の下も含めて確認後に降車してください。
※初期音声設定：座席下の確認を行い降車してください
※後部座席までの移動を行っているにも関わらず、音声
　の変化がない場合は故障の可能性があります。販売店
　へお問合せください。

④確認時間の経過
事前に設定された確認時間経過後に、子機のセンサーに
よる車内の見守りモードが開始されます。
※車内確認の実施が子機のセンサーで確認できなかった
　場合、親機から「正常に動作していません」と流した
　後に自動車のホーンと異常音声を鳴らします。必ず車
　内の確認を実施してください。

車輛 80％縮小

座席下の確認を行い
降車してください

正常に動作
していません

ホーン



⑤見守りモード
子機のセンサーにより車内の見守りを行います。車内で
人を検知した場合、親機から設定された異常音声が流れ、
自動車のホーンを鳴らし周りに知らせます。
※２４時間タイマーが有効の場合はエンジン停止後から
　２４時間で親機、子機ともに停止します。長期休暇等
　で車を使用しない場合はバッテリー上がりの防止のた
　め有効にするようにしてください。

⑥センサーの解除
子機のセンサーで異常が検知された場合の解除の方法で
すが、エンジンをかけることで解除されます。その後の
動作は 「①エンジンの停止」に戻ります。

車輛 80％縮小

ホーン

-　１４　-

LO
CK

ACC ON

START
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その他の機能

【メンテナンスモード】
親機に設置されておりますスイッチを長押し（５秒）
することで、１０分間だけ親機の動作を停止すること
ができます。給油時や自動車のメンテナンス時にご使
用ください。
※１０分経過後は見守りモードで再起動されます。

メンテナンススイッチ

状態ＬＥＤ赤

状態ＬＥＤ緑

［親機各種名称］
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【ＬＥＤ及び音声による状態確認】
親機に設置されていますＬＥＤ及び音声出力により、本
機の状態確認が可能となります。
※２４時間タイマーを使用していない状態で親機のＬＥ
　Ｄが消灯している場合は故障の可能性があります。販
　売店へお問合せください。

表 1：ＬＥＤ、音声出力一覧

状態

待機状態

ＬＥＤ状態

緑ＬＥＤ点灯

音声出力

-

動作に問題ありません ＡＣＣ信号がＯＦＦ

緑ＬＥＤ点滅

開始音声 ※選択式 開始時間が経過

確認音声 ※選択式 後部座席まで来たのを確認

赤ＬＥＤ点灯

- 見守りモード

ＡＣＣ線が断線しています ＡＣＣ線の断線

赤ＬＥＤ点滅 子機の確認ができません 子機との通信不良

赤ＬＥＤ遅い点滅
正常に動作していません

・センサーの故障

・車内確認無し

出力端子が断線しています 出力端子の断線

緑ＬＥＤ早い点滅 動作を一時停止します メンテナンスモードの使用

赤ＬＥＤ早い点滅 異常音声 ※選択式 見守モードで動体検出

※本機の音声の音源として、「 VOICEVOX：四国めたん 」を使用しております。

メイン電源が断線しています メイン電源の断線

サブ電源が断線しています サブ電源の断線

スイッチが破損しています スイッチ異常等の長押し

ＬＥＤ消灯 -
・２４時間タイマーで停止

・電源部の喪失、破損
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メンテナンス
本製品に関しましては、基本的に日々のメンテナンスは
不要になります。ただ下記３点の場合においては運用前
にセンサーの状態を確認してください。

①設定により降車確認を使用しない場合
②センサー感度設定後に車内の内装などを変更した場合
③センサーの誤作動が多いと感じた場合

上記はセンサー自体の故障、センサーの感度設定が厳し
すぎる等で発生する可能性があります。 Ｐ１１の感度設
定を行い、人がいない状態、いる状態で「存在」の箇所
が切替わっていることをご確認ください。感度の設定を
下げても切替わりが無い場合は下記２点の可能性があり
ます。

①車内に物が多く電波が反射されている
②センサーの故障

一度販売店へご連絡してください。
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トラブルシューティング
Ｑ１：ｉＰｈｏｎｅで設定の変更ができますか？
Ａ１：使用できます。 Ａｐｐ　Ｓｔｏｒｅの検索ワードで
      「ＯＢＳ-００１」、「ニューエラー」でＯＢＳ-００１
      のアプリがダウンロード可能です。 

Ｑ２：設定変更中に接続が切断されます。
Ａ２：環境により接続可能距離が変わりますので、設定を
　　　変更したい子機の近くにて実施してください。

Ｑ３：変更したＰＩＮコードを忘れました。
Ａ３：販売店へ連絡してください。子機を初期化したうえ
　　　でご返却いたします。

Ｑ４：追加子機はいくつまで設置が可能ですか？
Ａ４：理論上は上限の個数はありません。ただしお互いの
　　　センサー面を向かい合わせる場合は、10ｍ以上離す
　　　ようにしてください。

Ｑ５：見守りモード中に運転席に乗り込むと反応します。
Ａ５：検出距離を短くすることで運転席を見守りの範囲外
　　　とすることができます。車両の長さに合わせて検出
　　　距離を調整してください。

Ｑ６：開始時間経過後の確認状態のときに、後部座席まで
　　　行く前に音声が切替わりました。
Ａ６：子機センサーは動体との距離で人の移動を確認して
　　　いるため、確認状態のときにセンサーの近くに人が
　　　いれば切替わります。園児が降車しきるまで開始時
　　　間を延ばすか、子機をできるだけ高い位置に取付け
　　　るようにしてください。

Ｑ８：センサーの適正な感度設定が分かりません。
Ａ８：感度設定完了後に設定アプリの存在項目が、人がい
　　　ない状態で「存在無し」と表示されていることを確
　　　認し、センサー近辺に移動し 「存在あり」に変わる
      ことを確認して下さい。センサーの感度設定を行う
      場合はエンジンを停止した状態で実施してください。

Ｑ７：開始時間が経過して音声にそって後部座席へ移動中
      に、天井に取り付けた追加子機の下を通った際に音
      声が切替わりました。
Ａ７：追加の子機のロール設定がメインになっている可能
　　　性があります。再度設定をご確認ください。

Ｑ９：ホーンの解除にはどういった方法がありますか？
Ａ９：方法としては「エンジンをかける」、「一時停止スイッ
　　　チを長押しする」、「機器停止端子を使用する」の３通
　　　りあります。基本的な運用は「エンジンをかける」 or 
　　　 「一時停止スイッチを長押しする」で実施できます。
       「機器停止端子を使用する」は解除されない限り、動
      作が復帰しないためご使用は車検などの長時間の場合
      を除いて使用しないようにしてください。

Ｑ10：再度設定のため子機と接続すると親機から「子機の確
　　　認ができません」と音声が流れますが故障ですか？
Ａ10：故障ではありません。エンジン停止中に設定のために
　　　子機と接続しますと、その間は親機と接続が切れてし
　　　まうため「子機の確認ができません」と流れます。エ
　　　ンジン始動中であれば音声が流れません。

Ｑ11：開始時間が経過して音声にそって後部座席へ移動した
　　　が音声が切替わらない。
Ａ11：センサー面に触れても音声が変わらない場合はセンサ
　　　ーが故障している可能性があります。再度エンジンを
　　　掛けなおし、停止後も状態が変わらない場合は修理が
　　　必要になります。

Ｑ12：一時停止機能が使用できません。
Ａ12：親機のスイッチを数秒間押し続けてください。押して
　　　いるにもかかわらず「動作を一時停止します」と流れ
　　　ない場合は故障の可能性があるため修理が必要になり
　　　ます。
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Ｑ８：センサーの適正な感度設定が分かりません。
Ａ８：感度設定完了後に設定アプリの存在項目が、人がい
　　　ない状態で「存在無し」と表示されていることを確
　　　認し、センサー近辺に移動し 「存在あり」に変わる
      ことを確認して下さい。センサーの感度設定を行う
      場合はエンジンを停止した状態で実施してください。

Ｑ９：ホーンの解除にはどういった方法がありますか？
Ａ９：方法としては「エンジンをかける」、「メンテナンス
　　　スイッチを長押し（５秒 )する」の２通りあります。

Ｑ10：再度設定のため子機と接続すると親機から「子機の確
　　　認ができません」と音声が流れますが故障ですか？
Ａ10：故障ではありません。エンジン停止中に設定のために
　　　子機と接続しますと、その間は親機と接続が切れてし
　　　まうため「子機の確認ができません」と流れます。エ
　　　ンジン始動中であれば音声が流れません。

Ｑ11：開始時間が経過して音声にそって後部座席へ移動した
　　　が音声が切替わらない。
Ａ11：センサー面に触れても音声が変わらない場合はセンサ
　　　ーが故障している可能性があります。再度エンジンを
　　　掛けなおし、停止後も状態が変わらない場合は修理が
　　　必要になります。

Ｑ12：メンテナンススイッチが使用できません。
Ａ12：親機のスイッチを５秒間押し続けてください。押して
　　　いるにもかかわらず「動作を一時停止します」と流れ
　　　ない場合は故障の可能性があるため修理が必要になり
　　　ます。

Ｑ７：開始時間が経過して音声にそって後部座席へ移動中
      に、天井に取り付けた追加子機の下を通った際に音
      声が切替わりました。
Ａ７：追加の子機のロール設定がメインになっている可能
　　　性があります。再度設定をご確認ください。
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製品仕様

【ＯＢＳ－００１Ｍ（親機）】
定格電圧

消費電流

・ＤＣ１２Ｖ／２４Ｖ共用（ＤＣ９Ｖ～２９Ｖ）

・待機、通信時

無負荷電流 ＤＣ１２Ｖ時：１０ｍＡ以下

ＤＣ２４Ｖ時：１０ｍＡ以下

音圧 約８０ｄＢ

－３０℃～８５℃使用温度範囲

ＪＩＳ Ｄ １６０１ 段階４５に準じる耐振性

ＩＥＣ６０５２９：２００１　ＩＰ４０

・音声出力時

：Ｍａｘ４０ｍＡ以下

：Ｍａｘ７０ｍＡ以下

保護等級

保有機能 ※1 ・降車時確認式機能

・過電流保護（内部ヒューズによる対応）

・過電圧保護

・メンテナンスモード

・状態表示機能（ＬＥＤ表示、音声案内）

・各種設定機能

・音声案内機能

・自動検知式機能

保護機能

外形寸法

重量

取付方法

工事設計認証番号

※1：保有機能に関しては、ＯＢＳ－００１Ｓと合わせて使用する場合の機能
　　 となります。

約２７０ｇ

７５ｍｍ×９８ｍｍ（Ｍ６ボルト） or 付属両面テープ

１０２ｍｍ×１０８ｍｍ×３５ｍｍ（ハーネス部除く）

（ＡＣＣ信号ＯＮ）

・誤接続保護



-　２１　-

製品仕様

【ＯＢＳ－００１Ｓ（子機）】
定格電圧

消費電流

・ＤＣ１２Ｖ／２４Ｖ共用（ＤＣ９Ｖ～２９Ｖ）

・待機、通信時

無負荷電流 ＤＣ１２Ｖ時：５ｍＡ以下

ＤＣ２４Ｖ時：５ｍＡ以下

音圧 -

－３０℃～６５℃使用温度範囲

ＪＩＳ Ｄ １６０１ 段階４５に準じる耐振性

ＩＥＣ６０５２９：２００１　ＩＰ４０

・音声出力時

：Ｍａｘ４０ｍＡ以下

：　-

保護等級

保有機能 ※1 ・降車時確認式機能

・過電流保護（内部ヒューズによる対応）

・過電圧保護

・メンテナンスモード

・状態表示機能（ＬＥＤ表示、音声案内）

・各種設定機能

・音声案内機能

・自動検知式機能

保護機能

外形寸法

重量

取付方法

工事設計認証番号

※1：保有機能に関しては、ＯＢＳ－００１Ｍ（親機）と合わせて使用する場合
　　 の機能となります。

約１００ｇ

付属両面テープ

８０ｍｍ×５０ｍｍ×３０ｍｍ（ハーネス部除く）

001-A14398

・誤接続保護


